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は

じ

め

に

白

石

市

盆

地

の

中

心

を

な

す
鷹

の
巣

古

墳

群

は

、

開

拓

先

駆

者

の
墳

墓

地

と

考

え

ら

れ

ま

す

の

で

現

状

の

ま

ま

保

護

す

べ

き

で

あ

り

弦

し

た

が

、

寿

山

住

宅

、

宅

地

造

成

と

宮

城

県

職

業

訓

練

所

の
新

設

の

中

心

地

に

あ

た

り

、

発

掘

は

白

石

市

の

発

展

の

た

め

に

や

む

を

得

な

い

も

の

と

思

い

衰

し

た

の

で
、

緊

急

に

発

掘

調

査

を

行

な

い

ま

し

た

。

こ

の

た

び

そ

の
調

査

報

告

書

が

な

と

な

り

、

発

刊

の

は

こ

び

と

な

り

ま

し

た
。

こ

の

報

告

書

は

、

白

石

市

の
郷

土

史

は

も

ち

ろ

ん

、

東

北

地

方

の

上

代

史

を

究

粥

す

る

う

え

で

も

、

重

要

な
参

考

資

料

に

攻

る

と

思

い

ま

す

か

ら

、

ご

活

用

ぐ

だ

さ

れ

ば

幸

に

存

じ

ま

す
。

最

後

に

こ

の

発

掘

調

査

の

た

め

に

ご

尽

力

い

た

だ

い

た

東

北

大

学

文

学

部

長

伊

東

信

雄

先

生

を

は

じ

め

、

同

大

考

古

学

研

究

室

、

白

石

高

等

学

校

、

白

石

工

業

高

等

学

校

の
郷

土

史

研

究

班

諸

君

並

び

に

調

査

協

力

者

各

位

に

対

し

、

深

く

感

謝

の

意

を

表

し

ま

す
。

昭
和
四
十
二
年
三
月

白
石
市
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
小

沢

五

貞lj



一
、
所
　
　
在

二
．
調
　
査
　
期

三
、
調

四
．
調

査

五
、
調

査

概

要

宮
城
県
南
部

・
白
石
市
に
あ
る
鷹

の
巣
古
墳
群
に
つ
い
て
は
、
古
ぐ
か
ら
伝
承
が
あ
り
、
明
治
の
頃
よ
う
遺
物
目
あ
て
の
盗
掘
も
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、

「
古
仏

塚
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
古
墳
群
が
広
く

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
昭
和
五
年
六
月
に
数
基
の
古
墳
が
遺
物
を
目
的
と
し
て
発
掘
さ
れ
た
こ
と

に
端
を
発
し
、
新
聞
等
に
宣
伝
さ
れ
た
た
め
で
あ
つ
た
。
当
時
の
状
況
な
ら
び
に
発
掘
さ
れ
た
古
墳
な
ど
に
つ
い
て
は
、
片
倉
信
光
氏
の
調
査
報
告

（
１
）
が
あ
っ
て
、

学
界
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
折
の
片
倉
氏
の
報
告
は
、
鷹
の
巣
古
墳
群
に
関
す
る
最
初
の
信
頼
で
き
る
報
告
で
あ
つ
た
。
同
氏
は
、
こ
の
後
昭
和
十
六
年
に
は
そ

日  地

担  査

当

者  者

鷹

の

巣

古

墳

白
石
市
鷹

の
巣
本
木
山
三
八

第

一
次
　
自
昭
和
四
十
年
四
月
五
日
　
至
昭
和
四
十
年
四
月
八
日

第
二
次
　
自
昭
和
四
十
年
十
月
二
十

一
日
　
至
昭
和
四
十
年
十
月
二
十
六
日

冨
城
県
教
育
委
員
会
、
自
石
市
教
育
委
員
会

冨
城
県
文
化
財
専
門
委
員
　
　
　
東
北
大
学
教
授

東
北
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

″   ″   ″ ″   ″   ″

進 藤 ;須 相 松 遠 桑 小 伊 伊

笠

藤 沼 藤 原 井 藤 原 原 藤 東

秋  邦 康 勝 滋 好 玄 信

輝 彦 隆 二 泉 博 郎 彦 三 雄



の
後
の
調
査
成
果
を
含
め
て
、
自
石
市
郷
土
研
究
会
よ
う

「
宮
城
県
刈
田
郡
白
石
町
鷹
ノ
巣
古
墳
群
調
査
報
告
書
」
を
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
鷹
の
巣
古
墳
群
の
全

容
が
ほ
ぼ
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
間
に
鳥
井
龍
蔵
、
後
藤
守

一
な
ど
の
諸
学
者
の
来
訪
踏
査
が
あ
つ
た
が
、
特
に
本
古
墳
群
に
つ
い
て
書
か
れ
た

も
の
は
な
く
、
引
用
さ
れ
る
場
合
で
も
殆
ん
ど
は
片
倉
氏
の
報
告
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
で
も
そ
の
点
に
変
り
が
な
い
程
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
片
倉
氏
の
調

査
報
告
が
、
本
古
墳
群
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
文
献
に
な
つ
て
い
る
と
眺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
片
倉
氏
の
報
告
に
よ
つ
て
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
見
る
と
、
鷹
の
巣
古
墳
群
に
は
所
在
の
明
ら
か
な
も
の
三
十
九
基
が
あ
り
、
瓶
ケ
盛
古
墳

（第

一
二
号
墳
）

な
ど
の
前
方
後
円
墳
三
基
を
含
む
円
墳
を
主
体
と
す
る
古
墳
群
で
あ
る
。
そ
の
中
十
七
基
ほ
ど
が
発
掘
さ
れ
て
か
り
、
そ
れ
ら
の
古
墳
の
構
造
、
出
土
遺
物
の
特
徴
か
ら

見
る
と
、
大
部
分
の
も
の
は
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
古
墳
群
は
、
そ
の
後
か
よ
そ
半
数
を
自
石
町
寿
山
風
致
地
区
内
に
含
め
て
、
保
存
が
は
か
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
十
数
年
を
経
た
現
在
で
は
、
耕
作
地
に

所
在
す
る
も
の
で
破
壊
を
免
れ
が
た
か
つ
た
も
の
も
あ
る
ら
し
て
、
片
倉
氏
の
図
に
見
え
な
が
ら
既
に
跡
か
た
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
現
在
で
も
な
か
古
墳

群
中
の
主
要
な
も
の
は
山
林
や
畑
地
に
そ
の
姿
を
と
ど
め
、
破
壊
を
免
れ
て
い
る
こ
と
は
幸
で
あ
る
。
　
　
　
　
・

こ
の
た
び
、
こ
の
古
墳
群
の
所
在
す
る
鷹
の
巣
丘
陵
西
部

一
帯
の
地
が
住
宅
な
ど
の
建
設
工
事
に
伴
な
つ
て
削
平
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
古
墳
の
幾
つ
か
も
破
壊
湮
滅

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
即
ち
、
古
墳
群
中
最
も
西
端
に
位
置
す
る
第
１
号
墳
は
宮
城
県
住
宅
協
会
の
寿
山
団
地
造
成
工
事
に
よ
っ
て
、
又
第

一
三
号
墳
は

宮
城
県
立
自
石
職
業
訓
練
所
の
敷
地
削
平
工
事
に
よ
つ
て
共
に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
古
墳
が
破
壊
さ
れ
る
前
に
調
査
を
行
な
う
必
要
が
感

ぜ
ら
れ
、
第

一
号
墳
は
地
元
自
石
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
つ
て
第

一
次
調
査
を
行
な
い
。
更
に
第

一
三
号
墳
は
冨
城
県
教
育
委
員
会
と
自
石
市
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
っ
て
第
二
次
調
査
と
し
て
事
前
調
査
を
行
な
つ
た
。

調
査
は
、
第

一
次
が
昭
和
四
十
年
四
月
五
日
―
八
日
の
四
日
間
に
わ
た
り
、
第
二
次
が
同
年
十
月
二
十

一
日
，
二
十
六
日
の
六
日
間
に
わ
た
つ
て
行
な
わ
れ
た
。
調
査

の
範
囲
は
、
破
壊
が
前
提
と
さ
れ
て
ぬ
る
の
で
極
力
徹
底
し
て
行
な
ぅ
こ
と
と
な
り
、
両
古
墳
共
に
周
堀
を
含
め
た
全
体
を
発
掘
し
、
古
墳
の
具
体
的
な
姿
を
明
ら
か
に

す
る
に
努
め
、
後
述
す
る
よ
う
な
成
果
を
得
た
。

な
か
、
調
査
に
際
し
て
は
自
石
市
教
育
委
員
会
教
育
長
柴
田
勝
郎
氏
、
同
社
会
教
育
主
事
太
斉
享
氏
、同
文
化
財
保
護
委
員
方
々
を
始
め
各
位
の
通
切
な
御
尽
力
を
頂
き
、調

大霧
扶
ム
ー
浄
狩
饗
う
こ
と
が
で
き
え
。
冨
城
県
教
育
庁
社
盆
警
誤
玄
笛
雅
長
佐
藤
好
見
氏
に
は
、調
査
の
企
画
推
進
に
い
つ
も
な
が
ら
の
御
尽
力
を
頂
き
、
特
に
第
二
次
調
査
に
は

拳
骨
折
を
い
た
だ
い
た
。
又
、
宮
城
県
住
宅
協
会
に
お
い
て
は
、
今
野
理
事
を
は
じ
め
と
し
て
遺
跡
の
事
前
調
査
に
理
解
あ
る
態
度
を
示
さ
れ
、
感
謝
に
堪
え
な
い
。
地



元
の
菊
地
忠
四
郎
氏
に
は
両
次
の
調
査
に
わ
た
つ
て
、
ま
た
第
二
次
調
査
に
は
片
倉
信
光
氏
の
少
な
か
ら
ざ
る
御
援
助
を
得
た
こ
と
も
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
自

石
高
校
郷
土
研
究
部
、
自
石
工
業
高
校
郷
土
ク
ラ
プ
の
諸
君
に
は
参
加
協
力
し
て
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
致
す
次
第
で
あ
る
。

一
、

位

置

お

よ

び

地

形

　

　

　

　

　

　

ヽ

鷹
の
巣
首
墳
群
は
、
宮
板
県
自
石
市
鷹
の
巣
に
あ
り
、
古
墳
群
自
体
は
鷹
の
巣
丘
陵
の
尾
根
上
に
数
群
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
訓

査
し
た
古
墳
の
中
、
第

一
号
墳
は
こ
の
中
の
西
部
に
位
置
す
る

グ
ル
ー
プ
の
一
基
で
、
片
倉
氏
が
第
Ｉ
群
と
し
た
も
の
の
最
も
西
端
に
属
す
る
古
墳
で
あ
る

（
第
１
図
）
。

第

一
三
号
墳
は
、
そ
の
丘
陵
上
の
東
方
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
片
倉
氏
が
第
Ⅱ
群
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
第

一
三
号
墳
の
東
北
方
四
〇
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
は
、
本
古
墳
群
中
の
主
墳
と
目
さ
れ
る
第

一
二
号
前
方
後
円
墳

（瓶
ケ
盛
古
墳
）
が
あ
る
。

古
墳
群
の
存
在
す
る
鷹
の
巣
丘
陵
は
、
東
北
本
線
自
石
駅
の
東
方
に
突
出
し
て
い
る
丘
陵
で
、
そ
の
西
端
は
北
流
す
る
斉
川
を
隔
て
て
自
石
市
衡
を
望
ん
で
い
る
。
こ

の
丘
陵
は
、
自
石
盆
地
を
囲
む
山
並
の
中
、
東
方
か
ら
延
び
て
く
る
丘
陵

の
一
支
脈
で
あ
り
、
盆
地
に
向
つ
て
延
び
て
い
る
最
も
大
き
な
舌
状
丘
陵
で
あ
る

（第
１
図
）

丘
陵
は
、
多
少
の
届
曲
を
有
し
な
が
ら
幅
五

・
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
つ
て
西
方
へ
延
び
て
か
り
、
古
墳
は
こ
の
尾
根
の
稜
線
に
沿
つ
て
点

在
し
て
い
る
。

（図
版

一
ぐ１，
）
。
最
も
高
ぬ
部
分
は
標
高

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

こ
の
鷹
の
巣
丘
陵

の
西
南
に
は
、
径
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
石
盆
地
が
望
ま
れ

（図
版

一
仰
）
、
両
者
間
の
比
高
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
白
石
盆
地
は
、

ほ
ぼ
そ
の
中
央
を
斉
川
が
北

へ
向
つ
て
買
流
し
て
い
る
。
斉
川
は
、
市
街
の
北
方
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
西
か
ら
北

へ
向
つ
て
カ
ー
ブ
し
て
流
れ
る
自
石
川
に
合

流
し
て
い
る
。

（第
１
図
）
。
こ
の
盆
地
は
、
古
く
は
斉
川
の
両
岸
に
形
成
さ
れ
た
湿
地
帯
で
あ
つ
た
ら
し
い
が
、
古
墳
時
代
頃
に
は
次
第
に
人
間
の
進
出
が
可
能
と
な

つ
た
ら
し
く
、
斉
川
の
河
川
改
修
工
事
等
に
伴
な
つ
て
こ
の
平
地
か
ら
多
数
の
土
師
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
硲
る
。
こ
の
盆
地
を
隔
て
て
西
方
に
は
、
遠
ぐ
南
蔵
王
連
峯

も
望
見
で
き

（
図
版
二
ω
）
、
古
墳
群
の
位
置
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
眺
望
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
鷹
の
巣
古
墳
群
の
存
在
す
る
白
石
盆
地
附
近
に
は
、
こ
の
古
墳
群
以
外
に
も
北
方

一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
郡
山
横
穴
古
墳
群
が
あ
り
、
更
に
そ
の
東
方

山
地
内
に
も
教
基
の
横
穴
古
墳
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
西
南
の
盆
地
方
面
に
も
二

。
三
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
。
又
、
集
落
遺
跡
と
思
わ
れ
る
土
師
器
か
よ
び
須
恵
器
出

土
地
も
、
盆
地
の
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
盆
地
内
に
さ
え
も
最
近
続

々
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
か
り
、
こ
れ
ら
古
墳
群
営
造
の
背
景
が
集
落
と
の
関
連
に
か
ぬ
て
考
え

る
こ
と
が
具
体
的
に
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
鷹
の
巣
古
墳
群
も
な
た
、
こ
の
下
方
の
盆
地
に
集
落
を
営
ん
だ
人
々
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
容
易



に
推

測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二
、　
第

口▼
　

墳

佃
　
遺
　
跡

第

一
号
墳
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
鷹
の
巣
古
墳
群
中
で
最
も
西
端
に
位
置
し
、
寿
山
地
区
に
属
し
て
い
る
。
調
査
当
初
の
測
定
で
は
直
径

一
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円

墳
と
見
ら
れ
た
。
高
さ
は
西
側
墳
丘
裾
を
基
準
と
す
れ
ば
約
ニ
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た

（第
３
図
）
。
外
形
の
観
察
で
は
、
墳
丘
の
裾
が
か
な
っ
削
う
と
ら
れ
て
い
て
、

や
や
不
整
の
円
形
を
示
し
、
直
径
に
比
し
て
高
さ
の
低
い
墳
丘
で
、
非
常
に
平
担
な
古
墳
の
よ
多
に
感
ぜ
ら
れ
た
。

（
図
版
三
０
た
こ
の
古
墳
は
、
既
に
片
倉
氏
も
疑
念

を
い
だ
か
れ
た
状
兜
障
、
平
面
形
の
上
で
は
あ
る
い
は
方
墳
で
は
な
い
か
と
い
ぅ
懸
念
も
あ
つ
た
が
、
発
掘
の
結
果
億
円
墳
で
あ
つ
た
。
墳
丘
の
上
は
、
調
査
時
に
は
枯

車
と
茨
が
か
か
つ
て
か
り
、
周
囲
は
畑
と
し
て
耕
さ
れ
て
い
た
。
唯
、
墳
丘
西
南
部
は
未
墾
の
境
界
と
つ
ら
な
り
、
豪
や
笹

・
茅
に
か
か
わ
れ
、
間
も
な
く
高
さ
一
メ
ー

ト

ル
ほ
ど
の
低
い
崖
と
な
つ
て
い
て
、
区
別
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
墳
丘
の
東

・
西
で
は
、
丘
麓
か
ら
五

・
六
メ
ー
ト
ル
幅
の
僅
か
な
く
ぼ
み
が
墳
丘
を
め
ぐ
つ
て
い
る

こ
と
が
観
察
さ
れ
、
ぐ
ぼ
ん
で
い
る
部
分
は
黒
土
が
著
し
か
つ
た
。
こ
の
ぐ
ぼ
み
が
め
ぐ
つ
て
い
る
こ
と
は
既
に
片
倉
氏
の
実
測
図
に
も
見
え
て
か
り
、
こ
の
古
墳
に

は
周
堀
が
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
周
堀
調
査
が
有
望
視
さ
れ
た
。
特
に
こ
の
古
墳
で
は
、
北
西
方
向
に
五
度
前
後
で
傾
斜
す
る
斜
面
上
に
営
な
な
れ
、
斜
面
の
上
方

と
下
方
を
区
切
つ
て
作
ら
れ
た
た
め
に
、
そ
の
部
分
の
周
堀
が
顕
著
な
形
跡
を
止
め
る
こ
と
に
な
つ
た
と
見
ら
れ
た
。

調
査
は
、
ま
ず
墳
丘
上
に
尾
根
の
方
向
に
沿
つ
て
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
、
後
に
こ
の
ト
レ
ン
チ
を
墳
丘
外
に
も
延
長
し
て
周
堀
の
探
索
を
し
た

（
図

版
三
り
、
第
４
図
）
。
墳
丘
中
央
部
で
は
、
内
部
構
造
の
追
求
と
墳
丘
築
成
状
況
を
観
察
す
る
た
め
に
ト
レ
ン
チ
を
墳
頂
下
約

一
・
五
メ
ー
ト
ル
な
で
深
め
た
。
又
、

周
堀
を
追
求
し
た
ト
ツ
ン
チ
は
、
幅
三
―
五
メ
ー
ト
ル
で
周
堀
に
沿
つ
て
堀
り
進
め
、
西
南
部
を
除
く
全
形
を
明
ら
か
に
し
た
。
ト
レ
ン
チ
は
、
こ
の
外
に
も
墳
頂
で

若
千
の
補
足
調
査
を
行
な
ぅ
た
め
に
設
定
さ
れ
、
発
掘
∩
全
面
積
は
二
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。

調
査
の
結
果
は
、
第

一
号
墳
は
直
径
約

一
七
メ
ー
ト
ル
、
現
高
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
り
、
そ
の
外
周
に
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
幅
の
周
掘
を
め
ぐ
ら
す
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（第
４
図
）
。

こ
∩
古
墳
の
内
部
構
造
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
墳
丘
中
央
部
表
土
下
に
径
五
―

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
礫
が
群
在
し
て
い
る
個
所
が
発
見
さ
れ
た
の
み
で
ぁ

つ
た
ｏ
礫
群

（図
版
四
い
、
第
４
・
５
図
）
は
長
軸
を
Ｎ
二
〇
度
Ｗ
の
方
位
と
す
る
長
方
形
状
の
分
布
を
示
し
、
長
辺
約
二

・
三
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
約
八
〇
セ
ン
チ
メ



―
ト
ル
を
は
か
つ
た
。
こ
の
礫
は
、
表
土
直
下
約
二
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
墳
丘
積
土
で
あ
る
黄
褐
色
栴
土
層
に
の
つ
て
か
り
、

内
部
構
造
の
一
部
と
考
え
ら
れ
た
。
特
に
、
他
に
墳
丘
上
で
は
何
ら
の
遺
構
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
が
、
こ
の
礫
群
が
古
墳
中
央
部
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
、
こ
れ
を
内
郡
構
造
の
遺
構
と
見
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
礫
以
外
に
は
何
も
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
よ
り
以
上
具
体
的
に
内
部
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
墳
丘
の
形
状
が
不
自
然
に
低
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
比
較
的
早
い
頃
に
こ
の
古
墳
の
墳
丘
は
削
り
取
ら
れ
て
し
な
い
、

内
部
構
造
も
な
た
そ
の
底
面
の
礫
を
残
す
程
慶
ま
で
そ
こ
な
わ
れ
て
し
な
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
礫
群
の
遺
存
状
態
で
あ
つ
た
の
で
、
こ

の
礫
群
が
ど
の
よ
う
な
内
部
構
造
の

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
礫
を
底
面
に
敷
ぐ
内
部
構
造
は
古
墳
に
よ
く
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
礫
椰
の
如
き
も
の
を
想
定
す
る
に
は
礫
が
少
な
過
ぎ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
は
．
石
室
底
面
の
礫
敷
か
、
簡
単
に
木
棺
を
置
く
た
め
の
礫
敷

の
み
の
遺
構
が
考
え
ら
れ
る
が
、
に
わ
か
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
ム
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
礫
を
底
面
に
敷
く
の
を
特
徴
と
す
る
内
部
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

こ
の
古
墳
で
は
、
外
部
施
設
と
し
て
は
周
堀
が
認
め
ら
れ
た
の
み
で
あ
り
、
埴
輪
や
葺
石
は
存
在
し
な
か
つ
た
。
周
堀
は
、
西
南
部
の
一
部
を
除
く
約
四
分
の
三
を

発
掘
し
た
。
堀
は
、
東
西
方
向
で
測
つ
た
外
周
直
径
は
約
二
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
幅
は
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
で

一
定
し
て
い
な
い

（
図
版
四
り
、
同
五
、
第
４
図
）
ｏ

特
に
東
側
で
は
幅
広
く
な
つ
て
い
た
。
深
さ
も
ま
た
必
ら
ず
し
も

一
定
せ
ず
、
最
も
深
い
西
側
で
は
現
地
表
下

一
メ
ー
ト
ル
程
度
に
な
る

（
躍
版
五
０
、
第
６
図
）
の

に
対
し
、
東
側
で
は
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
浅
か
つ
た
。
底
面
は
ゆ
る
ぬ
カ
ー
プ
を
猫
ぐ
Ｕ
字
状
を
呈
す
る
が
、
東
側
で
は
若
千
の
凹
凸
が
あ
つ
て
乱
れ
て

い
た
。
周
堀
の
断
面
を
典
型
的
な
西
側
で
観
察
す
る
と
、
基
盤
の
黄
褐
色
粘
土
層
を
Ｕ
字
状
に
掘
り
下
げ
た
後
に
、
中
央
部
で

一
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
黄
裾
色

土
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
そ
の
上
部
に
は
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
厚
さ
に
黒
色
土
層
が
認
め
ら
れ
、
更
に
そ
の
上
方
に
厚
ぐ
暗
黄
褐
色
土
層
が
認
め
ら
れ
、
そ
の

上
を
耕
土
が
か
か
つ
て
略
る
。

（
図
版
五
り
、
第
６
図
）
。
堆
積

の
順
序
は
今
述
べ
た
よ
う
な
も
の
と
な
る
が
、
こ
の
層
序
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
０

ま
ず
、
堀
が
地
盤
を
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
後
し
ば
ら
く
は
地
盤
の
土
と
良
ぐ
似
た
黄
褐
色
土
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
有
機
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
い
層
で
あ
る
の
で
、
堀
側
壁
や
封
土
に
積
な
れ
た
黄
褐
色
粘
土
が
比
較
的
短
期
間
に
流
入
し
て
で
き
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
黒
色
有
機
土
が
堆
積
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
墳
丘
上
面
も
草
木
に
よ
つ
て
歩
か
わ
れ
、
封
上
の
流
出
等
は
止
め
ら
れ
、
も
つ
ば
ら
有
機
上
の
堆
積
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
自
然
的
な
黒
色
土
の
堆
積

の
上
に
更
に
暗
黄
褐
色
土
層
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
層
は
地
盤
の
上
に
く
ら
べ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
後
墳
丘
が
大
き
く
削
ら
れ
た
際
の
上
で
あ
り
、
低
か
つ
た
周
堀
部
分
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
土
質
歩
よ



び
堆
積
状
態
か
ら
考
え
る
と
、
中
間
に
あ
る
黒
色
土
層
の
上
に
堆
積
す
る
こ
と
は
不
自
然

で
あ
り
、
別
の
営
力
を
媒
介
と
し
て
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
が
耕
土
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
堀

の
東
側
で
は
、
こ
の
西
側
の
観
察
と
は
若
千
異
な
り
、
黒
色
土
層
の
堆
積
後
に
は
斜
面
上
方

か
ら
大
量
の
黄
褐
色
上
が
流
れ
下
つ
て
、
重
な
つ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
周
堀
全
体
の
観
察
か
ら
み
て
、
こ
の
堀
は
墳
丘
の
裾
を
劃
す
る
空
堀
で
あ
つ
た
と
ぬ
う
こ
と
が

で
き
る
。

墳
丘
の
築
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
中
央
部
で
深
掘
り
を
行
な
い
、
又
、
墳
丘
の
東
西
で
地
層
変
化
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
墳
丘
の

積
土
は
中
央
部
で
表
土
下

一
メ
ー
ト
ル
ま
で
認
め
ら
れ
た
ｏ
そ
れ
以
下
は
旧
地
表
の
黒
褐
色
土
層
で
あ
り
、
漸
次
黄
褐
色
粘
上
の
基
盤
に
移
行
し
て
い
る

（図
版
六
ω
）

こ
の
旧
地
表
を
示
す
黒
握
色
土
層
の
延
長
は
墳
丘
側
面
に
も
観
察
さ
れ
、
墳
丘
の
東
西
間
で
約
三
度
の
傾
斜
を
も
つ
て
い
る
。
墳
丘
積
土
は
こ
の
旧
地
表
上
に
盛
り
あ

げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
内
部
構
造
は
前
述
し
た
よ
う
に
現
表
土
直
下
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
か
な
り
盛
り
土
さ
れ
た
後
に
営
な
な
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
墳
丘
積
土
を
旧
地
表
上
約
七
〇
セ
ツ
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
盛
つ
た
個
所
で
内
部
構
造
が
営
な
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
発

掘
の
結
果
で
は
墳
丘
積
土
が
約

一
メ
ー
ト
ル
程
確
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
元
来
は
更
に
高
く
積
ま
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
内

部
構
造
の
底
面
の
礫
が
発
見
さ
れ
た
個
所
よ
り
は

一
メ
ー
ト
ル
前
後
高
く
し
な
け
れ
ば
、
内
部
構
造
を
完
全
に
か
か
硲
得
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
て
く
る
と

こ
の
古
墳
の
墳
丘
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
も
盛
う
土
さ
れ
て
作
ら
れ
て
眺
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
の
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
前
後
に
な
つ
て
い
た
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
墳
丘
を
築
ぐ
た
め
に
は
、
か
な
り
ω
土
量
を
必
要
と
し
、
単
に
周
堀
を
掘
り
上
げ
た
上
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
、
墳
丘
の
東
方
斜
面
か
ら

も
土
を
削
り
取
っ
て
い
る
形
跡
が
あ
る

（第
４
図
）
。

遺
物
の
出
土
は
、
墳
丘
東
南
側
の
裾
か
ら
周
堀
内
に
か
け
て
認
め
ら
れ
た
土
師
器
以
外
に
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
土
師
器
に
は
、
小
型
の
壷

・
鉢

・
杯
が
認
め
ら

れ
た

（
図
版
六
０
、
第
７
図
）
。
出
土
状
態

（
第
４
図
参
照
）
を
述
べ
れ
ば
、
第
７
図
―

（
図
版
エハ
の

の
１
）
は
東
側
の
堀
内
縁
の
傾
斜
に
沿
つ
て
、
日
縁
を
下
に
し

て
つ
ぶ
れ
て
出
土
し
た
。
同
２

（
同
２
）
も
ま
た
、
東
南
部
の
周
堀
内
縁
に
か
い
て
つ
ぶ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
同
３

（
同
３
）
は
、
２
の
東
方
の
堀
外
縁
近
く

に
存
在
し
、
キ
は
ど
の
破
片
と
な
つ
て
発
見
さ
れ
た
。
同
４

（
同
４
）
は
、
南
部
の
周
堀
内
縁
近
く
か
ら
見
出
さ
れ
た
底
部
破
片
で
あ
る
。
こ
の
外
、
若
千
の
破
片
が

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
周
堀
内
の
黒
色
土
層
排
除
中
に
発
見
さ
れ
た
小
破
片
で
あ
り
、
黒
色
土
層
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
土
師

器
出
土
状
態
を
見
る
と
、
す
べ
て
周
堀
内
に
転
落
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
、
出
土
層
は
黒
色
土
層
中
を
主
と
し
、
明
ら
か
に
そ
の
下
部
の
周
堀
底
部
黄
褐
色
土
層
に
喰

い
込
ん
で
い
る
も
の

（第
７
図
１

・
２
）
も
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
土
師
器
の
転
落
し
た
時
期
が
少
く
と
も
黄
褐
色
土
層
の
流
入
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
頃
か



ら
黒
色
土
層
の
堆
積
中
に
か
け
て
で
あ

つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
土
器
の
中
黄
褐
色
土
層
に
喰
い
込
ん
で
発
見
さ
れ
た
も
の
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
な
経
過
で
封
上
の
表
層
が
周
堀
内
に
流
入
し
た
頃
に
同
時
に
転
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
久
失
も
殆
ん
ど
な
い
完
形
品
と
し
て
発
見
さ
れ
た
理
由
も
そ
の
よ
う
に

し
て
比
較
的
早
く
埋
没
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
黒
色

土
層
堆
積
中
に
も
若
千
の
土
師
器
が
周
堀
に
転
入
し
た
の
で
あ
る
が

、
、
黒
色
土

層
中
発
見

の
も
の
に
は
小
破
片
が
多
く
な
り
、　
一
次
的
転
落
と
見
ら
れ
る
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
土
師
器
は
、
墳
丘
裾
か
ら
周
堀
内
縁
に
特
徴
的
に
発
見
さ
れ
る
こ
と

は
、
転
落
以
前
に
お
か
れ
た
位
置
が
墳
丘
上
か
、
墳
丘
裾
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
せ
る
ふ
し
が
あ
る
。
恐
ら
ぐ
、
祭
器
と
し
て
そ
れ
ら

の
個
所
に
置
か
れ
た
も
の
が
、

墳
丘
表
層
の
流
入
と
共
に
周
堀
に
転
落
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
か
か
れ
た
位
置
は
、
土
師
器
の
出
土
範
囲
が
墳
丘
東
南
か
ら
南
部
に
か
け
て
の
周
堀
で

あ
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
墳
丘
の
南
寄
り
の
個
所
で
あ

つ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
個
所
は
、
礫
群
の
存
在
か
ら
知
ら
れ
た
内
部
構
造
の
南
方
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

古
墳
築
成
後
に
祭
器
を
並
べ
て
な
つ
る
に
ぶ
さ
わ
し
い
位
置
と
見
る
こ
と
が
で
査
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
周
堀
内
発
見

の
土
師
器
の
多
く
は
、
そ
の
出
土

位
置
が
元
来

の
位
置
で
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
古
墳
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

ω
　
遺
　
物

第

一
号
墳
の
出
土
遺
物
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
墳
丘
の
東
南
か
ら
南
側
に
か
け
て
の
周
堀
内
発
見
の
土
師
器
の
み
で
あ
る
。
器
形
は
壷

・
鉢

・
界
で
、
計

一
〇
個
体

分
三
四
点
を
教
え
る
。
砂
泣
の
含
有
畳
が
多
い
、
赤
褐
色
の
粗
雑
な
作
り
の
も
の
で
あ
る
。

士霊
壷
は
、
完
形
品
は

一
個
の
み
で
、
他
は
破
片
で
あ
る
。
第
７
図
１

（図
版
六
⑫
ｌ
）
は
そ
の
完
形
品
で
あ
る
。
日
縁
部
が
外
反
す
る
こ
と
な
く
立
つ
傾
向
を
示
す
の

が
特
徴
で
あ
り
、
底
部
は
不
安
定
な
箆
削
り
の
不
整
円
形
で
、
多
少
中
高
で
あ
る
。
国
径
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九

・
三
セ
ツ
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
約
五
ミ
リ

で
あ
る
。
頸
部
の
下
端
に
は
か
す
か
な
稜
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
ら
し
い
が
、
器
面
が
粗
雑
で
不
鮮
明
で
あ
る
。
口
縁
内
側
で
も
、
胴
部

へ
移
行
す
る
部
分
で
か
る

い
稜
を
形
成
し
て
い
る
。
口
顎
部
に
は
、
横
に
整
形
さ
れ
た
あ
と
が
見
え
る
。

壷
の
他
の
個
体

の
破
片
は
、
三
個
体
分
七
点
で
あ
る
。
胴
部
四
点
、
底
部
三
点
で
あ
る
。
底
部
二
点

（
第
七
図
４

・
６
、
図
版
六
⑫
４
）
は
径
四

・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
小
形
の
底
で
、
箆
削
夕
の
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
点
は
安
て
し
た
平
底
の
破
片
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
形
状
が
知
ら
れ
る
程
の
も

の
で
は
な
い
。
唯
、
底
部
か
ら
胴
部
へ
か
け
て
の
カ
ー
プ
か
ら
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
胴
部
は
球
状
を
呈
す
る
も
の
で
あ
つ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。



鉢
鉢

（
第
７
図
２
、
図
版
六
く２，
２
）
は

一
個
体
分
七
点
あ
る
。
底
部
か
ら
回
縁
部
に
か
け
て
半
分
は
接
合
で
き
る
が
、
他
の
残
り
の
部
分
は
う
な
く
接
合
で
き
な
い
。

復
元
さ
れ
る
口
径
は

一
〇

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
径
五

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七

・
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
器
厚
は
エ
ミ
リ
前
後
で
あ
る
が
、
底
部
は

一

・
三
ミ
リ
の
厚
さ
を
有
す
る
。
口
縁
部
は
若
千
内
湾
し
、
日
縁
外
側
は
幅

一
ミ
リ
ほ
ど
で
軽
い
稜
を
形
成
し
て
い
る
。
口
縁
外
側
に
は
幅

一
ミ
リ
の
横
の
整
形
痕
が
走

つ
て
い
る
。
胴
部
の
下
方
は
、
底
部
と
の
接
着
に
際
し
て
圧
さ
れ
た
た
め
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
縦
長
の
凹
凸
が
認
め
ら
れ
る
。
底
部
は
安
定
し
た
平
底

で
あ
り
、
未

葉
の
圧
痕
が
あ
る
。

界
界
は
五
個
体
分

一
九
点
あ
り
、
す
べ
て
小
破
片
で
あ
る
。
第
７
図
３

（
図
版
六
ｔ２，
３
）
は
日
顎
部
が
内
湾
気
味
に
直
立
す
る
傾
向
が
あ
り
、
以
下
は
強
い
カ
ー
プ
を

示
し
て
底
部
に
い
た
つ
て
い
る
。
底
部
は
丸
底
と
な
る
。
推
定
口
径
は

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
、
器
厚
は
日
縁
部
で
三
ミ
リ
、
底
部
で
は

次
第
に
厚
く
な
つ
て
八
ミ
リ
に
も
な
る
。
類
似

の
破
片
が
他
に
も
う

一
個
体
分
あ
る
。

第
７
図
５
は
、
破
片
が
多
い
け
れ
ど
も
う
な
ぐ
接
合
で
と
な
い
。
口
縁
部
は
３
と
や
や
異
な
り
、
屈
折
が
著
し
く
な
い
。
若
干
外
傾
す
る
口
縁
の
下
端
に
軽
い
段
を

有
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
推
冠
口
径
は

一
五

セ

ン
チ

メ

ー
ト
ル
、
高
さ
も
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
ろ
う
。
器
厚
は
六
ミ
リ
ほ
ど
で
あ
る
。
底
部
は
丸

底
と
な
ろ
う
。

他
に
、
調
査
ト
レ
ン
チ
の
黒
色
土
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
界
破
片
二
点
が
あ
り
、
共
に
糸
切
底
の
底
部
で
あ
つ
た
ｏ
出
土
し
た
層
も
、
そ
の
特
徴
も
、
こ
の
古
墳
と
直

接
関
連
す
る
も
の
と
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
て
お
ぐ
。

三
、

第
　

一　

一二
　
口τ
　
墳

ｍ
　
遺
　
跡

第

一
三
号
墳
は
、
前
述
し
た
第

一
号
墳
の
所
在
す
る
鷹
の
巣
古
墳
群
の
第
Ｉ
群
の
東
方
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
字
本
木
山
の
地
点
に
あ
り
、
片
倉
氏
が
第
工
群
と
し

た
支
群
に
属
し
て
い
る
。

（
図
版

一
い
、
第
１
図
）
。
こ
の
第
Ⅱ
群
の
位
置
は
、
標
高
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
最
も
高
い
部
分
に
は
本
古
墳
群
の
主
墳
と
見
ら
れ
る

第

一
二
号
の
前
方
後
円
墳
が
存
在
し
て
い
る
。
第

一
三
号
墳
は
、
こ
の
前
方
後
円
墳
の
東
南
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
の
山
腹
斜
面
に
築
か
れ
た
円
墳
で
あ
る

（
図



版
二
０

・
七
）
。
調
査
前
の
所
見
で
は
直
径

一
五
メ
ー
ト
ル
位
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
墳
丘
と
見
ら
れ
、
先
に
調
査
し
た
第

一
号
墳
と
同
程
度
の
規
模
の
古
墳
と

観
察
さ
れ
た

（第
８
図
）
。
墳
丘
上
に
は
松
と
雑
木
が
し
げ
つ
て
い
た
の
で
、
以
前

の
予
察
の
折
に
は
わ
か
ら
な
か
つ
た
が
、
木
を
伐
採
し
た
後
の
墳
丘
に
は
教
個
所

に
戦
時
中
の
松
根
油
採
取
の
為
の
松
の
根
を
掘
り
取
つ
た
穴
が
認
め
ら
れ
た
。
墳
頂
部
は
若
千
平
担
に
過
ぎ
る
の
で
、
盗
掘
さ
れ
て
い
る
懸
念
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
後

墳
丘
中
央
部
に
盗
掘
坑
が
あ
り
、
箱
式
石
棺
も
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
こ
の
第

一
三
号
墳
で
も
、
読
に
片
倉
氏
の
図
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
周
堀

の
形
跡
が
認
め
ら
れ
、
特
に
墳
丘
北
東
部
で
は
著
し
か
つ
た
。
こ
の
古
墳
で
も
、
五
―

一
〇
度
前
後
で
南
西
方
向
に
傾
斜
す
る
斜
面
上
に
営
な
な
れ
て
い
る
た
め
に
、

北
東
の
斜
面
上
方
は
大
き
ぐ
削
つ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
。

調
査
は
、
既
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
活
動
を
二
、
三
日
後
に
控
え
た
緊
急
事
態
に
か
い
て
行
な
ク
こ
と
に
な
つ
た
け
れ
ど
も
、
完
全
に
彼
壊
湮
波
す
る
こ
と
を
考
え
て
、

第

一
号
墳
と
同
様
極
力
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
な
ず
、
墳
丘
中
央
を
通
り
、
南
北
の
周
堀
を
越
え
る
ト
レ
ン
チ

（図
版
八
ω
）
を
設
け
て
内
部
施
設

を
も
と
め
、
更
に
周
堀
を
追
つ
て
墳
丘
裾
を
め
ぐ
つ
た

（第
９
図
）
。
そ
の
後
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
来
た
の
で
、
一立
会
つ
た
上
で
墳
丘
の
除
去
を
行
な
い
、
墳
丘
中
央

の
内
部
主
体
を
調
査
し
た
。
発
掘
の
範
囲
は
約
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
る
。
我
々
の
調
査
終
了
と
同
時
に
第

一
三
号
墳
は
完
全
に
迎
滅
し
て
し
な
つ
た
。

第

一
三
号
墳
は
、
調
査
の
結
果
、
直
径

一
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
に

一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
幅
の
周
堀
を
め
ぐ
ら
す
も

の
で
あ
る
と
知
ら
れ
た

（
第
九
図
）
。

こ
の
古
墳
の
内
部
構
造
は
二
つ
あ
つ
た
。

一
つ
は
墳
頂
や
や
北
寄
り
に
浅
ぐ
発
見
さ
れ
た
箱
式
石
棺
で
あ
り
、
他
は
墳
丘
中
央
下
で
見
出
さ
れ
た
木
棺
直
葬
と
考
え

ら
れ
る
遺
構
で
あ
る
。

箱
式
石
棺
は
、
墳
丘
中
央
よ
り
約
ニ
メ
ー
ト
ル
北
寄
り
に
発
見
さ
れ
、
現
地
表
下
約
二
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
蓋
石
が
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
表
土
直
下
に
蓋

石
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
出
上
位
置
は
浅
か
つ
た

（
図
版
九
い
、
第
９
図
）
。
蓋
石
は
、
石
棺
の
中
央
部
で
は
失
な
わ
れ
、ｒ
東
西
の
短
辺
側
石
の
上
部
を
か
か
ぅ

数
枚
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
残
さ
れ
て
い
た
蓋
石
も
原
位
置
を
保
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
西
端

の

一
枚
と
東
端
の
三
枚
位
で
あ
つ
た
。
こ
こ
か
ら
取
り
払
わ
れ
た
蓋
石
は
、
箱
式
石
棺
の
南
ニ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
堀
り
込
ま
れ
た
盗
掘
坑
が
あ
つ
て
、
そ
の
深
さ
五

〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
坑
の
中
に
ほ
多
り
こ
な
れ
て
い
た

（図
版
八
ぐ２，
）
。

こ
れ
ら
の
板
石
は
、
既
に
う
ち
割
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
は

一
〇
教
枚

程
度
で
蓋
石
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

石
棺
は
、
族
和
ダ

組
合
せ
て
作
つ
た
箱
式
石
棺
で

（
図
版
九

・
同

一
０
０
、
第

一
〇
図
）
、
長
さ

一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
西
端
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、



東
端
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
東
の
方
が
幅
広
に
な
つ
て
い
る
。
東
が
幅
が
広
い
か
ら
、
頭
位
は
東
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
深
さ
は
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後

で
あ
り
、
方
位
は
Ｎ
六
五
度
Ｗ
で
あ
つ
た
。
石
棺
の
身
は
、
約
三
〇
枚
の
枚
石
を
縦
長
に
埋
め
て
側
石
と
し
て
か
り
、
北
側
の
長
辺
は
平
つ
ぎ
に
配
し
、
板
石
間
の
継

ぎ
目
に
は
や
や
小
型
の
石
を
外
側
か
ら
あ
て
て
い
て
、
二
重
に
板
石
を
立
て
て
い
る
。
長
辺
南
側
は
、
板
石
を
重
ね
つ
ぎ
に
し
て
並
べ
て
か
り
、
列
の
西
の
石
が
内
側

に
な
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
南
側
で
も
、
北
側
と
同
様
に
継
ぎ
３
の
外
側
に
板
石
が
そ
え
ら
れ
て
い
て
、
二
重
に
並
べ
立
て
て
あ
る
。
短
辺
側
石
の
西
側
の
石
は

板
状
に
制
離
し
て
三
枚
と
な
つ
た
板
石
を
両
長
辺
の
内
側
に
立
て
て
い
る
。
東
側
の
短
辺
は
大
き
目
の
板
石
を
両
長
辺
の
外
側
に
配
し
て
い
る
。
こ
の
石
棺
に
は
底
石

は
な
か
つ
た
。
石
室
底
部
に
は
、
豆
粒
大
以
下
の
小
砂
利
が
少
量
認
め
ら
れ
た
が
、
攪
乱
さ
れ
て
い
た
の
で
状
態
は
明
ら
か
で
な
か
つ
た
。
蓋
石
は
、
西
端
の

一
枚
が

棺
身
に
密
着
し
て
か
り
、
東
端
の
も
の
は
板
石
の
一
部
を
重
ね
つ
ぎ
に
し
て
並
べ
て
あ
つ
た
。

以
上
の
よ
う
な
石
棺
に
か
け
る
板
石
の
並
べ
方
か
ら
見
て
、
石
棺
組
立
て
の
過
程
を
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
ず
、
長
辺
北
側
を
作
り
、
次
に
西
側
の
短
辺

の
石
を
置
き
、
次
い
で
南
側
の
長
辺
の
板
石
を
西
か
ら
東
に
並
べ
立
て
、
最
後
に
短
辺
東
側
の
石
を
立
て
た
。
蓋
石
は
、
西
端
か
ら
東

へ
向
つ
て
順
次
重
ね
つ
ぎ
に
し

て
並
べ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
石
棺
内
か
ら
は
、
出
土
遺
物
と
し
て
鉄
鏃
が

一
点
発
見
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
石
棺
内
の
攪
乱
土
中
か
ら
見
出
さ
れ
た
も
の
で
、
細
根
式
の
も
の
で
、
防
狭
付

片
刃
箭
式
鉄
鏃
の
鏃
身
で
あ
る

（図
版

一
二
０
左
端
上
、
第

一
四
図

一
）
。

第
二
の
内
部
構
造
は
、
こ
の
古
墳
の
墳
丘
中
央
に
位
置
す
る
木
棺
直
葬
の
跡
で
あ
り
、
第

一
三
号
墳
の
主
体
で
あ
る

（
図
版

一
〇
り
、
第

一
一
図
）。
深
さ
墳
頂
下
約

一
・
四
メ
ー
ト
ル
に
底
面
を
有
し
、
そ
の
底
面
か
ら
鉄
直
刃
、
鉄
鏃
を
出
土
し
、
方
位
は
ほ
ぼ
Ｎ
五
五
度
Ｗ
で
あ
る
。
こ
の
内
部
主
体
に
到
達
す
る
ま
で
の
墳
丘
積
土

に
は
特
に
変
化
の
な
い
黄
褐
色
土
で
あ
つ
た
が
、
遺
物
出
土
面
で
は
幅
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
多
少
白
色
を
荷
び
た
粘
土
質
の
黄
褐
色
土
層
が
あ
り
、
遺
物
の
出
土

範
囲
よ
う
も
長
ぐ
東
西
に
延
び
、
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
な
で
推
知
で
き
た
ｏ
唯
、
極
め
て
不
鮮
明
な
土
層
で
は
あ
り
、
特
に
顕
著
な
粘
土
被
覆
層
で
は
な
か
つ
た
の

で
、
確
実
な
範
囲
は
と
ら
え
が
た
か

つ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
物
の
み
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
多
少
粘
土
質
の
土
層
が
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る
内
部
構
造
は
、
腐
朽
の

早
い
木
棺
を
納
置
し
て
い
た
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
三
号
墳
も
、
腐
朽
し
去
つ
て
痕
跡
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
様
の
木
棺
を
納
め
た
も
の
で
あ
つ

た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に
顕
著
な
相
土
被
覆
が
認
め
が
た
い
の
で
、
木
棺
を
殆
ん
ど
直
接
墳
丘
中
に
埋
め
た
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
内
部
主
然
で
の
遺
物
出
土
状
況
を
見
る
と
、
墳
丘
の
中
央
部
に
近
く
鉄
直
刀
が
把
部
を
置
き
、
そ
の
刀
身
は
北
西
方
向
を
指
し
て
か
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

刀
は
把
部
を
東
の
方
と
し
て
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
切
先
の
部
分
か
ら
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
範
囲
に
鉄
鏃
が
散
乱
し
て
い
た
ｏ
鉄
鏃
の



身
部
は
多
ぐ
西
方
を
指
し
て
あ
た
。
も
と
も
と
は

一
括
し
て
西
方
を
向
け
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
散
乱
状
態
と
な
つ
た
も
の
で
あ
ろ
多
。

他
に
、
こ
の
主
体
部
に
剣
達
す
る
直
前
、
地
表
下
約

一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
鉄
鏃
の
箆
被
断
片

一
点
が
発
見
さ
れ
て
い
る

（
図
版

一
二
⑫
左
端
上

主
り
二
つ
日
、

第

一
四
図
２
）
。
恰
も
、
直
刀
の
把
部
延
長
上

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
も
あ
り
、
底
面
よ
り
も

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
い
の
で
、
木
棺
被
覆
上
の
上
に
置

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
木
棺
が
埋
置
さ
れ
た
後
に
も
若
子
の
遺
物
が
直
上
に
置
か
れ
た
こ
と
が
こ
れ
で
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
に
は
発
見
さ
れ

た
も
の
は
な
か
つ
た
。

墳
丘
は
、
中
央
部
で
は

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
積

土
を
行
な
つ
て
営
な
な
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
部
分
で
は
、
内
部
主
体
の
下
方
約

一
〇
―
二
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
部
分
に
旧
地
表

の
腐
植
土
層

（
炭
化
粒
が
含
ま
れ
て
い
た
）
が
あ
り
、
こ
の
腐
植
土
層
上
面
の
傾
斜
は
約

一
〇
度
を
計
つ
た

（
第
９
図
断
面
図
）
。
墳
丘
積

上
の
状
態
は
判
別
が
難
し
く
、
築
成
状
況
な
ど
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
第

一
三
号
墳
が
つ
く
ら
れ
た
際
に
最
初
に
営
な
な
れ
た
内

部
主
体
は
、
墳
丘
中
央
の
本
格
直
英
の
遺
構
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
中
央
か
ら
北
寄
り
の
墳
頂
近
く
に
箱
式
石
棺
が
営
な
な
れ
た
の
で
ぁ
る
。
箱
式
石
棺
は
、
中
央
部

を
は
ず
れ
た
個
所
に
置
か
れ
て
か
り
、
同

一
墳
丘
に
か
け
る
二
次
的
な
追
葬
で
あ
る
。

外
部
施
設
と
し
て
は
、
第

一
号
墳
同
様
周
堀
が
認
め
ら
れ
た
の
み
で
あ
つ
た
。
周
堀
の
外
径
は
、
南
北
三
二
メ
ー
ト
ル
、
東
西
推
定

一
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

（
図
版

一
一
、
第
９
図
）
ｏ
南
北
の
外
径
が
大
き
い
の
は
、
こ
の
方
向
が
傾
斜
の
方
向
と

一
致
し
て
い
て
、
墳
丘
上
方
の
斜
面
が
大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
幅
も

墳
丘
の
北
側
で
は
最
大
四
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
る
が
、
他
の
部
分
で
は

一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
断
面
は
極
め
て
浅
い
Ｖ
字
形
を
示
し

（第

一
二
図
）
、
地

山
の
黄
褐
色
土
層
を
基
盤
と
し
た
上
に
黒
色
土
層
を
七
―
八
セ
ツ
チ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
上
に

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
表
土
層
が
あ
る
。
表
面
観
察
で
も
周
堀
の

存
在
は
容
易
に
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
意
外
に
小
規
模
な
も
の
で
あ
つ
た
。
深
さ
も
二
〇
―
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
周
堀
調
査
中
に
、
埴
輪

・
土
師
器

・
須
恵
器

・
寛
永
通
宝
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
す
べ
て
黒
色
土
層
か
ら
表
土
に
か
け
て
の
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
小
破
片
と

な
つ
た
も
の
が
多
か
つ
た
。
そ
の
中
埴
輪
は
、
最
大
の
破
片
で
も

一
辺

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
二
個
体
分
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
埴
輪
は
細
か
い

破
片
で
は
あ
り
、
出
土
状
態
も
広
範
囲
に
及
ん
で
い
て
、
も
と
も
と
こ
の
古
墳
に
か
か
れ
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
ぐ
、
埴
輪
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
斜
面

上
方
の
第

一
二
号
墳
の
も
の
が
何
ら
か
の
理
由
で
こ
こ
ま
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
　
遺
　
物

第

一
三
号
墳
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
左
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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四
点

鉄
直
刀

（図
版

一
二
い
、
第

一
三
図
）
は
、
現
存
の
長
さ
九
九

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
茎
部
端
と
刀
身
先
端
を
久
い
て
い
る
。
既
に
、
発
見
時
に
か
い
て
折
れ
て

か
り
、
先
端
近
く
の
一
部
は
位
置
を
転
じ
て
い
る
と
必
ぅ
状
態
で
あ
つ
た
為
、
見
出
せ
な
か
つ
た
。
復
元
さ
れ
る
長
さ
で
は
、
全
長

一
二

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
太
刀
で

あ
つ
た
と
見
ら
れ
る
。
把
部
現
存
長

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
茎
に
は
把
木
の
遺
残
が
僅
か
に
銹
着
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
目

釘
孔
は
、
銹
が
ひ
ど
く
て
見
出
せ
な
い
。
把
縁
に
は
、
幅

一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
装
具
が
附
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
銹
び
て
い
て
材
質
が
明
ら
か

で
な
い
。
多
孔
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
鹿
角
の
如
き
も
の
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
判
然
と
し
な
か
つ
た
。
刀
身
は
、
現
存
部
長
さ
入
四

う
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
関
に
近
い
部
分
の
幅
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
先
近
ぐ
で
は
三

・
五
セ
ツ
チ
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
背
幅
約
八
ミ
リ
で
あ
る
。
刃
部
に
は
聡
木
の
遺
残
が
銹
着
し
て

い
る
。
輪
木
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鞘
に
入
れ
ら
れ
て
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

鉄
鏃

（図
版

一
二
０
、
第
十
四
図
）
は
、
木
棺
内
外
の
も
の
と
箱
式
石
棺
内
発
見

の
も
の
と
は
同

一
の
形
式
で
あ
り
、
す
べ
て
、
細
根
腸
決
片
刃
箭
式
鉄
鏃
で
あ
る
。

最
も
よ
く
原
形
の
知
ら
れ
る
も
の
か
ら
全
形
を
復
元
す
る
と
第

一
五
図
の
よ
う
に
な
る
。
出
土
品
の
最
長
の
も
の
は

一
八

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
復
元
全



長
は
約
二
〇

セ
ツ
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
鏃
身
は
、
三

・
五
―
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
．が
大
部
分
で
あ

る
が
、
中
に
は
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

短
い
も
の
も
あ
る
。
幅
は
七
ミ
リ
前
後
、
背
幅
約
三
ミ
リ
、
腸

袂
は
長
さ
三
―
四
ミ
リ
で
、
僅
か
に
外
反
す
る
程
度
で
あ
る
。
箆
被
は
長
さ
九

セ
ン
チ
前
後
、
幅
五
ミ

リ
、
厚
さ
四
ミ
リ
を
庵
外
す
る
断
面
長
方
形

で
あ
る
。
箆
に
挿
入
さ
れ
る
茎
部
は
、
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
中
心
ら
し
い
。
現
存
す
る
も
の
で
は
完
全
な
も

の

が
な
い
が
、
五
―
七

・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ル
ト
な

で
は
知
ら
れ
る
。
茎
部
は
、
箆
被
と
の
境
に
関
を
作

つ
て

一
段
低
く
な
り
次
第
に
先
端
に
向
つ
て
細
く
な
つ
て
い
く
。

茎
部
の
断
面
は
方
形
で
あ

る
が
、
末
端
近
く
で
は
円
形
と
な
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
箆
被
の
関
部
の
部
分
は
、
特
に
突
帯
を
作
ら
ず
Ｒ
若
千
幅
を
増
し
て
い
る

の
み
で
あ
つ
た
。

茎
郡
は
箆
の

一
部
が
銹
着
し
て
い
て
、
箆
の
装
着
状
況
が
知
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
茎
部
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
版
序

で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

①
茎
に
細

い
糸
を
斜
め
に
巻
き
つ
け
る
。
糸
は
、
関
か
ら
末
端
に
巻
硲
た
時
に
は
、
更
に
末
端
か
ら
関
部
に
向
つ
て
巻
恣
な
が
ら
戻
つ
て
い
る
。
茎
に
銹
着
し
た
糸
は
、

そ
れ
故
斜
交
し
て
い
る
。
②
そ
の
上
に
箆
を
装
着
す
る
。
箆
は
、
多
孔
質
で
、
縦
に
多
数

の
繊
維
の
条
が
走
つ
て
い
る
の
で
竹
で
あ
ろ
う
。
③
関
部
近
く
を
箆

の
上
か

ら

一
重
巻
き
に
糸
で
巻
き
緊
縛
し
た
ら
し
い
。
④
樹
皮

（
樺
？
）

で
関
部
ま
り
斜
め
に
巻
い
て
硲
ぐ
。
特
に
関
部
近
く
で
は
三

・
四
重
に
重
ね
巻
き
し
て
仏
る
場
合
も

あ
る
。
⑤
樹
皮
巻
の
上
に
薄
い
黒
色
被
膜
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
ぐ
漆

で
固
め
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
多
。
箆

の
直
径
は
九
ミ
リ
前
後
で
あ
つ
た
。

埴
輪
破
片
は
、
最
大

一
辺

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
小
破
片
で
あ
る
。
大
部
分
が
円
筒
部
の
破
片
で
あ
る
が
、
中
の
六
点
は
表
裏
に
幅

一
ミ
リ
の
細
か
い
刷

毛
目
を
有
す
る
も
の
で
、
強
く
外
反
す
る
口
縁
近
い
破
片
で
あ
る
。
あ
る
い
は
朝
顔
形
埴
輪
の
破
片
か
も
知
れ
な
い
が
、
小
破
片
で
あ
る
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
厚

さ
は

一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

土
師
器
も
す
べ
て
小
破
片
で
あ
り
、
形
状
を
知
り
が
た
い
。
界
と
重
四
個
体
分
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
界
の
口
縁
破
片
は
第

一
六
図
の
如
く
復
元
で
き
る
。
他
は

全
ぐ
不
明
で
あ
る
。
第

一
六
図
の
界
は
、
推
定
回
径

一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
四

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
み
た
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
縁
部
が
か
な
り
外
に
開

く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

須
忘
器
は
四
点
出
土
し
て
い
る
。
表
に
条
線
叩
き
目
を
有
す
る
が
、
裏
は
無
文
で
あ
る
。
裏
に
無
文
の
型
の
跡
を
止
め
る
も
の
も
あ
る
。
中
位
の
縫

の
破
片
で
あ
ろ

ら
ノ
。銭

貨
と
し
て
は
、
寛
永
通
宝
三
枚
、　
一
銭
銅
貨

一
枚
が
あ
る
。
寛
永
通
宝
の

一
枚
は
鉄
銭
で
あ
る
。

一
銭
は
大
正

一
二
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
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以
上
、
第

一
号
な
ら
び
に
第

一
三
号
両
墳
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
両
古
墳
は
、
破
壊
や
盗
掘
の
た
め
に
も
と
の
状
態
を
完
全
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
か

つ
た
が
、
知
ら
れ
た
範
囲
で
は
規
模

・
性
格
共
に
相
似
た
古
墳
と
見
る
こ
と
が
で
蓬
よ
少
。
こ
こ
で
は
、
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
両
墳
の
年
代
を
考
え
、
古
墳
群
に

か
い
て
占
め
る
位
置
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ｏ
　
古
墳
の
年
代

鷹
の
巣
古
墳
群
に
お
い
て
、
我
々
の
調
査
し
た
第

一
号

・
第

一
三
号
の
両
墳
は
予
想
よ
り
古
い
年
代
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
な
で
知
ら
れ
て
き
た
本

古
墳
群
は
、
横
穴
式
石
室
を
内
部
構
造
と
す
る
典
型
的
な
後
期
古
墳
の
ぁ
つ
ま
り
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
の
調
査
結
果
は
予
期
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

ま
ず
、
両
墳
の
規
模
を
考
え
る
と
、
共
に
直
径

一
六

・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
程
の
円
墳
で
あ
る
。
外
部
施
設
と
し
て
は
周
堀
を
有
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
古
墳
は
、
規
模
の
小
さ
な
後
期
の
古
墳
な
ど
に
よ
く
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
か
ら
見
る
と
き
に
は
さ
し
て
年
代
の
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
は
考

え
ら
れ
な
い
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
程
度
の
古
墳
は
、
か
な
り
古
墳
営
造
の
風
習
が
広
範
に
行
き
わ
た
る
よ
う
な
段
階
に
な
つ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
古
墳
の
内
部
構
造
は
、
第

一
三
号
墳
で
明
ら
か
に
な
つ
た
と
こ
ろ
で
は
直
葬
さ
れ
た
木
棺
を
主
体
と
し
、
墳
丘
に
追
葬
さ
れ
た
箱
式
石
棺
も
認
め
ら
れ

た
。
第

一
号
墳
で
は
礫
敷
の
み
で
あ
つ
た
の
で
具
体
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第

一
三
号
墳
か
ら
考
え
て
、
あ
る
仏
は
、
箱
式
石
棺
か
、
木
棺
を
納
置
し
た
も
の
で

あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
第

一
三
号
墳
に
か
い
て
は
墳
頂
に
箱
式
石
棺
が
認
め
ら
れ
て
い
て
、
追
葬
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
つ
た
ｏ
従
つ
て
、
直
葬
さ
れ
た
木
棺

の
方
が
箱
式
石
棺
よ
り
も
相
対
的
に
は
古
い
と
い
う
こ
と
が
必
え
る
。
少
ぐ
と
も
、
第

一
三
号
墳
の
場
合
に
は
そ
の
事
実
は
動
か
せ
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。

箱
式
石
棺
が
追
葬
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
、
本
古
墳
群
の
東
南
約

一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
伊
具
糾
丸
森
町
金
山
台
町
古
牧
融
∈

も
認
め
ら
れ
る
。

台
町
古
墳
群
は
、
二
〇
〇
基
近
い
古
墳
が
台
町
丘
陵
に
群
集
し
て
存
在
し
て
か
り
、
典
型
的
な
群
集
墳
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
群
に
は
、
こ
れ
な
で
に
か

な
り
の
数
の
箱
式
石
棺
が
知
ら
れ
て
か
り
、
そ
の
中
に
は
展
々
墳
丘
中
央
か
ら
は
ず
れ
た
位
置
な
ど
に
営
な
な
れ
た
も
の
が
あ
り
、
不
来
的
な
埋
葬
位
置
と
は
考
え
に

く
い
も
の
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
埋
葬
位
置
を
と
る
箱
式
石
棺
は
二
次
的
な
追
葬
に
よ
つ
て
そ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
ぁ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
墳
丘
中
央
に
位
置
し
、
そ
の
古
墳
の
主
体
を
な
す
箱
式
石
棺
の
あ
る
こ
と
は
仏
う
な
で
も
な
ぬ
。
唯
、
台
町
古
墳
群
に
か
必
て
も
墳
丘
全
体
が
調
査
さ
れ
て
い
な

ぬ
場
合
が
あ
る
の
で
、
箱
式
石
棺
が
追
葬
か
も
知
れ
な
仏
と
思
わ
れ
る
例
に
あ
つ
て
も
、
当
初
の
主
体
が
明
ら
か
で
な
膝
も
の
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
今
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
箱
式
石
棺
が
屋

々
追
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
事
実
に
も
と
づ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
地
域
で
箱
式
石
棺
が
採
用
さ
れ
て

一
般
化
し
た
時
期
は
群
集
墳
の
発
生
よ



り
若
千
遅
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
箱
式
石
棺
の
後
に
は
横
穴
式
石
室
が
存
在
す
る
。
横
穴
式
石
室
が
全
国
的
に

一
般
化
す
る
の
は
六
世
紀
の
初
め

頃
と
見
ら
れ
て
咲
彿
〆
、
東
北
地
方
で
も
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
る
こ
と
な
ぐ
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
か
と（
脇
ダ
。
唯
、
具
体
的
に
そ
れ
が
ど
の
時

点
に
な
る
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
榛
。
と
も
あ
れ
、
六
世
紀
の
前
半
に
は
こ
の
地
域
で
も
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
た
ろ
う
と
見
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
箱
式
石
棺
が

盛
行
す
る
年
代
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

か
く
し
て
、
箱
式
石
棺
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
時
期
は
群
集
墳
の
発
生
以
後
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
る
頃
ま
で
の
間
、
即
ち
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半

の
時
期
頃
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
古
墳
の
内
部
構
造
か
ら
考
え
ら
れ
る
年
代
観
を
、
次
に
遺
物
の
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
遺
物
と
し
て
は
、
第

一
号
墳
か
ら
は
周
堀
出
上
の
土
師
器
が

あ
る
し
、
第

一
三
号
墳
か
ら
は
直
刀
と
鉄
鏃
が
あ
る
。
そ
の
中
、
さ
し
あ
た
り
年
代
考
定
の
資
料
と
な
り
得
る
遺
物
は
鉄
鏃
と
土
師
器
で
あ
ろ
ぅ
。

鉄
鏃
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
多
に
第

一
三
号
墳
の
直
葬
木
棺
と
箱
式
石
棺
か
ら
発
見
さ
れ
て
か
り
、
共
に
細
根
腸
狭
片
刃
箭
式
の
も
の
で
あ
つ
た
。
細
根
式
は
五

世
紀
後
半
に
出
現
し
て
く
る
鉄
鏃
で
あ
り
、
そ
の
後
は
正
倉
院
の
矢
に
認
め
ら
れ
る
如
ぐ
後
ま
で
も
続
く
型
式
で
あ
る
。
細
根
で
片
刃
箭
式
の
鉄
鏃
は
、
極
め
て
鋭
利

性
に
富
ん
だ
も
の
で
、
古
墳
時
代
後
期
に
数
多
く
発
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
傷
狭
が
附
さ
れ
た
も
の
は
余
う
多
く
知
ら
れ
て
い
な
ぬ
よ
う
で（
折
声
。
そ
の
　
・５

意
味
で
は
、
傷
決
を
特
徴
と
し
て
類
例
を
求
め
、
そ
の
伴
出
遺
物
等
か
ら
年
代
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
類
例
の
少
な
い
現
在
で
は
難
し
い
。
し
か
し
、

細
根
腹
扶
片
刃
箭
式
の
鉄
鏃
が
五
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
古
墳
後
期
の
時
期
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

土
師
器
は
、
第

一
号
墳
の
周
堀
か
ら
比
較
的
良
好
な
も
の
が
出
土
し
た
ｏ
こ
れ
ら
の
土
師
器
は
、
若
干
の
小
破
片
を
除
い
て
ほ
ぼ
同

一
型
式
に
所
属
す
る
も
の
と
考

え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
り
、
界
の
形
態
、
壼

・
鉢

・
界
の
口
縁
部
の
特
徴
か
ら
考
え
て
氏
家
和
典
氏
の
土
師
器
鰍
鶴
〆
第
四
型
式
に
相
当
せ
し
め
て
良
い
も
の
と
思
う
。

氏
家
氏
の
第
四
型
式
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
志
間
泰
治
氏
が
角
田
町
住
社
の
竪
穴
住
居
跡
出
土
品
を
標
式
と
し
て
設
定
を
試
み
た

「
伝
碑
ギ

」
を
基
準
と
し
て
い
る
。
こ

の
型
式
の
界
は
、
回
縁
部
と
体
部
と
の
接
続
部
分
が
外
側
に
か
弥
て
稜
線
を
形
成
す
る
の
が
特
徴
的
と
い
わ
れ
る
が
、
顕
著
で
は
な
仏
け
れ
ど
も
第

一
号
墳
出
土
土
師

器
に
も
そ
の
特
徴
は
認
め
ら
れ
、
同
様
の
稜
線
は
壷
や
鉢
に
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
重
の
底
部
は
既
に
不
安
定
な
が
ら
平
底
と
な
つ
て
か
り
、
日
縁
部
の
直
立
し

た
作
り
は
須
恵
器
と
の
関
連
さ
え
も
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
の
共
通
性
は
、
第

一
号
墳
出
土
の
土
師
器
を
第
四
型
式
に
比
定
す
る
こ
と
が
妥
当

で
ぁ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
と
近
膝
特
徴
を
も
つ
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
第

一
三
号
墳
周
堀
出
土
の
界

（第

一
六
図
）
も
、
ほ
ぼ
こ
の
型
式
に
属
せ
し

め
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ｏ
こ
の
界
は
、
口
縁
が
大
き
く
外
に
開
き
、
日
頸
部
の
特
徴
は
む
し
ろ
次
の
第
五
型
式
に
近
い
も
の
と
仏
え
る
が
、
や
は
り



(2)

第
四
型
式
の
中
に
含
め
て
考
え
て
ま
さ
そ
う
で
あ
る
。

氏
家
氏
の
第
四
型
式
の
実
年
代
が
ど
の
頃
に
相
当
す
る
も
の
で
ぁ
る
か
は
、
こ
れ
な
で
明
言
が
な
仏
が
、
最
近
の
古
墳

の
年
代
観
と
対
応
せ
し
め
て
考
え
れ
ば
、
ほ

ぼ
六
世
紀
頃
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
仙
台
市
南
小
泉

の
遠
見
躾
細
鮮
は
五
世
紀
前
半
頃
の
築
造
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
粘
土
榔
直
上
か
ら
発
見

さ
れ
た
土
師
器
は
南
小
泉
集
落
遺
跡
出
土
の
土
師
器
と
同
類
の
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
土
師
器
即
ち
第
二
型
式
の
土
師
器
は
ほ
ぼ
五
世
紀
前
半
頃
の
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
第
三
型
式
は
、
五
世
紀
の
後
半
に
降
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
定
で
き
る
。
更
に
、
今
問
題
で
あ
る
第
四
型
式
は
し

ば
ら
ぐ
か
ら
て
、
第
五
型
式

（
取
剛
ギ

）
の
年
代
を
見
る
と
、
そ
の
下
限
は
八
世
紀

の
中
棄
に
な
で
至
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
限
は
ど
の
頃
に
設
定
で
き
る

か
は
確

か
で
な
い
が
、
七
世
紀

の
中
に
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
第
四
型
式
は
、
こ
の
よ
う
に
前
後
の
型
式
の
年
代
を
考
え
て
く
る
と
ほ
ぼ
六
世
紀
頃
の
型
式

て

あ
る
こ
と
が
認
容
さ
れ
（
ｍ
ダ
。

さ
て
、
以
上

の
よ
う
な
両
墳
に
か
け
る
諸
特
徴
か
ら
考
え
て
、
こ
の
古
墳

の
年
代
は
次

の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
恣
る
。
ま
ず
、
内
部
構
造
が
木
棺
や
箱
式
石
棺

で
あ
り
、
横
穴
式
石
室
で
な
い
こ
と
か
ら
六
世
紀
前
半
よ
り
降
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
鉄
鏃
か
ら
見
て
五
世
紀
後
半
を
さ
か
の
ぼ
う
得
な
ぬ
も
の
と
知
ら
れ
た
。

更
に
土
師
器
は
第
四
型
式
に
属
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
六
世
紀
頃
の
も
の
で
あ
り
、
第
四
型
式
の
範
囲
に
か
い
て
は
五
世
紀
後
半
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と

は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
見

て
ぐ
る
と
、
こ
の
両
古
墳

の
実
年
代
は
そ
の
上
限
を
土
師
器
の
第
四
型
式
で
限
ら
れ
、
下
限
を
箱
式
石
棺
の
盛
行
と
関
連
し

て
限
冠
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
六
世
紀
前
半
鑽
が
こ
れ
ら
古
墳
の
実
年
代
と
考
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鷹
の
巣
古
墳
群
に
か
け
る
両
古
墳
の
意
義

前
述
し
た
よ
う
に
、
我

々
の
調
査
し
た
ニ
ッ
の
古
墳
は
六
世
紀
前
半
頃
に
年
代
考
冠
で
き
つ
も
の
と
な
つ
た
。
さ
す
れ
ば
、
鷹
の
巣
古
墳
群
に
か
け
る
両
古
墳
の
位
置

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
な
ろ
ク
か
。
既
に
、
最
初
に
述
べ
た
如
ぐ
鷹
の
巣
古
墳
群
中
で
い
ま
ま
で
に
内
部
構
造
の
明
ら
か
に
な
つ
て
仏
る
も
の
は
す
べ
て

横
穴
式
石
室
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
所
謂
古
墳
後
期
に
属
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
比
較
的
年
代
の
下
降
す
る
群
集
墳
と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
、
今
回
調

査
さ
れ
た
ニ
ッ
の
古
墳
は
共
に
横
穴
式
石
室
を
有
せ
ず
、
明
ら
か
に
そ
れ
以
前
の
年
代
の
も
の
と
い
多
こ
と
が
知
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
古
墳
群
の
発
生
の
時
期

が
更
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
考
え
得
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ッ
の
古
墳
は
、
少
く
と
も
今
日
知
ら
れ
る
限
り
で
は
本
古
墳
群
の
中
で
は
古
ぐ
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
検
討
を
通
し
て
六
世
紀
前
半
に
は
古
墳
群
が
ス
タ
ー
ト
し
て
必
る
こ
と
が
確
実
と
な
つ
た
。

こ
の
調
査
さ
れ
た
両
墳
の
外
に
も
、
鷹
の
巣
古
墳
群
に
は
比
較
的
古
必
位
置
を
与
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
特
に
、
第

一
三
号
墳
の
近
く
に
あ
る
第

一
二
号
墳
は
埴



輪
を
囲
続
し
た
全
長
七
〇

メ
ー
ト
ル
、
一島
さ
約
六

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳

で
あ
り
、
そ
の
埴
輪
の
中
に
は
鶏

（
図
版

一
二
側
）
の
頭（
牌
梓

発
見
さ
れ
て
ぬ
る
。

こ
の
第

一
二
号
墳
は
未
調
査
で
あ
る
の
で
内
部
構
造
な
ど
の
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
つ
て
い
な
い
が
、
第

一
三
号
墳
と
の
立
地
の
関
係
等
か
ら
見

て
も
そ
れ
よ
う
新
し

い
年
代
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
外
、
円
筒
埴
輪
を
め
ぐ
ら
す
古
墳
と
し
て
は
径
三
二
メ
ー
ト
ル
の
第

一
八
号
墳
、
径
二
四
メ
ー
ト
ル
の
第

二
七
号
墳

の
円
墳
が
あ
り
、
共
に
調
査
古
墳
と
近
い
年
代
の
も
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
が
不
古
墳
群
中
で
は
古
ぐ
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で

あ
り
、
古
墳
群
の
初
期
を
得
色
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
れ
ら
の
年
代
は
、
調
査
さ
れ
た
ニ
ッ
の
古
墳
の
年
代
と
ほ
ぼ
前
後
す
る
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
古
墳
群
で
は
、
そ
の
後
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
て
、
数
的
に
も
多
き
を
加
え
た
。
現
在
開
口
し
て
い
る
石
室
か
ら
見
て
も
そ
の
変
遷
は
た
ど
れ
そ
う
で
あ
る

が
、
更
に
そ
の
後
に
は
片
倉
氏
が
調
査
さ
れ
た
よ
う
な
終
末
期

の
検
穴
式
石
室
と
見
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
墳
丘
等
は
不
明
で
あ
る
が
蕨
手
刀
を
出
土

す
る
よ
う
な
場
合
も
あ
つ
て
、
古
墳
群
の
下
限
は
八
世
紀
に
も
及
ん
で
仏
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
古
墳
群
は
六
世
紀
前
半
か
ら
八
世
紀
な
で
営
造

が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
約
二
〇
〇
年
以
上
に
も
わ
た
つ
て
造
り
つ
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
つ
た
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

鷹
の
巣
古
墳
群
は
、
教
支
群
に
分
れ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
て
か
い
た
。
そ
の
中
、
第

一
号
墳
の
属
し
た
第
Ｉ
群
は
、
片
倉
氏
が
調
査
さ
れ
た
折
に
は

一
一
基
か
ら
な
う
立
つ
て
い
た
。

一
一
基
の
中
、
現
在
で
は
三
基
が
存
続
し
て
い
る
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
湮
滅
し
て
し
な
っ
て
い
る
。
内
部
構
造
の
知
ら
れ
て
あ
る

も
の
は
、
第

一
・
五

・
八

・
一
〇

。
一
一
号

の
五
基
で
あ
る
。
こ
の
中
で
我
々
の
調
査
し
た
第

一
号
墳
は
礫
を
敷
い
て
埋
葬
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
第
Ｉ
群
で
は
恐

ら
く
最
古
の
も
の
で
ぁ
る
。
そ
の
他
の
四
基
は
末
期
的
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
墳
丘
も

一
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
年
代
的
に
も
七

・
八
世
紀
に

下
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
四
基
の
中
に
も
第

一
〇
号
墳

の
如
く
や
や
胴
張
り
の
も

の
も
あ
る
し
、
他
の
も
の
の
よ
う
に
胴
の
張
ら
な
い
も
の
も

あ
る
。
内
部
構
造
が
未
発
掘
で
わ
か
ら
な
い
も
の
は
、
現
在
残
つ
て
い
る
第
三

・
四

・
七
号

の
三
基
が
あ
る
が
、
こ
の
三
基
は
第

一
号
墳
と
他

の
内
部
構
造
の
明
ら
か

な
四
基
の
中
間
の
墳
丘
規
模
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
直
径

一
〇
―

一
四
メ
ー
ト
ル
を
測
つ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
末
期
的
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
古
墳
よ
り
も
内
部

構
造
も
若
千
大
き
な
も
の
を
も
ち
、
年
代
的
に
も
そ
れ
ょ
り
さ
か
の
ほ
つ
て
考
え
得
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
想
定
す
れ
ば
、
こ
の
第
Ｉ
群
は
、

最
初
に
第

一
号
墳
が
営
な
な
れ
、
そ
の
後
第
二

・
四

・
七
の
古
墳
が
作
ら
れ
、
更
に
第
五

・
八

・
一
〇

・
二

等
の
古
墳
が
続
仏
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
支
群
内

に
か
い
て
十
分
に
変
遷
が
た
ど
れ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
の
支
群
に
か
け
る
被
葬
者
は
、
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
系
列
的
に
違
な
る
人

々
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
古

墳
は

一
族
の
長
年
月
に
わ
た
る
墳
墓
で
あ
つ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
同
様
の
事
は
、
第

一
三
号
墳

の
属
し
た
第
亜
群
で
も
当
然
考
え
ら
れ
、
特
に
第
Ⅱ
群
で
は
本
古
墳
群

中
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
第

一
二
号
墳
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
自
石
盆
地
を
背
景
と
し
た
最
大

の
族
長
の
墓
で
あ
り
、
そ
の
族
長
の

一
族
の
古
墳



群
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

む

す

び

以
上
、
今
回
調
査
し
た
第

一
号

・
第

一
三
号
両
墳
の
報
告
を
し
、
若
千
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。
鷹

の
巣
古
墳
群
で
は
、
な
か
具
体
的
に
知
ら
れ
て
必
な
必
も
の
が
多

く
、
我

々
の
調
査
し
た
ニ
ツ
の
古
墳
は
そ
の

一
部
で
し
か
な
ぬ
。
し
か
し
、
ニ
ッ
の
古
墳
の
調
査
を
通
し
て
新
し
く
知
ら
れ
る
よ
ぅ
に
な
つ
た
こ
と
も
多
仏
ｏ

な
ず
、
最
も
大
き
な
収
獲
は
鷹
の
巣
古
墳
群
の
初
現
の
時
期
が
こ
れ
ま

で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
も
古
く
、
六
世
紀

の
前
半
頃
に
置
ぐ
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
明

確

と
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
初
現
の
時
期
は
、
同
様
の
群
集
墳

で
あ
る
台
町
古
墳
群
で
も
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
箱
式
石
棺
を
内
部
構
造
と
す
る
小
円

墳

の
存
在
す
る
こ
の
地
域
の
古
墳
群
に
殆
ん
ど
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
第

一
三
号
墳
で
は
直
葬
さ
れ
た
木

棺
と
箱
式
石
棺
の
関
係
が
追
葬
関
係
と
し
て
把
え
ら
れ
、
箱
式
石
棺
が
盛
行
す
る
時
期
が
あ
る
程
度
限
定
し
て
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
し
、
こ
れ
ら
が

群
集
墳
に
か
い
て
占
め
る
位
置
も
か
な
り
明
ら
か
と
な
つ
た
。
第

一
号
墳
で
は
周
堀
か
ら
土
師
器
が
良
好
に
出
土
し
、
送
葬
後
の
儀
礼
の
存
在
が
推
測
で
き
た
し
、
更
に

そ
の
出
土
状
態
の
検
討
を
通
し
て
土
師
器
と
古
墳
の
関
係
を
具
体
的
に
し
た
。
両
墳
に
周
堀
の
存
在
す
る
こ
と
は
か
ね
て
外
観

上
か
ら
も
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
　
１８

発
掘
の
結
果
に
よ
つ
て
明
ら
か
と
な
つ
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
考
え
る
と
、
自
石
盆
地
を
背
景
と
し
て
展
開
さ
れ
た
古
墳
文
化
は
、
ほ
ぼ
六
世
紀
前
半
頃
か
ら
鷹
の
巣
丘
陵
を
墳
墓
の
地
と
し
た
族
長
達
に
主
つ

て
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
姿
と
な
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
約
二
〇
〇
年
以
上
も
古
墳
の
営
造
が
続
け
ら
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
群
の
様
相
に
対

比
し
て
、　
一
般
庶
民
の
生
活
は
盆
地
か
ら
多
数
発
見
さ
れ
る
土
師
器

・
須
恵
器
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
ぬ
る
。
こ
れ
ら
の
庶
民
の
方
が
古
墳
の
造
営
に
も
大
き
く
働
必
て

い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
地
に
生
活
し
た
祖
先
の
営
な
み
が
遺
跡

・
遺
物
か
ら
具
体
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
「

〔
注

〕
（
１
）
　

片
倉
信
光

「
鷹
の
巣
古
墳
見
聞
記
」
上
代
文
化
第
四

・
五
合
併
号
昭
和
六
年

（国
学
院
大
学
上
代
文
化
研
究
会
）

（
２
）
　

片
倉
信
光

「
宮
城
県
刈
田
郡
白
石
町
鷹
ノ
巣
古
墳
群
調
査
報
告
書
」

一
二
頁
　
　
昭
和
十
六
年
八
月

（
自
石
郷
土
研
究
会
）

（
３
）
　

板
石
に
つ
仏
て
は
、
東
北
大
学
理
学
部
岩
石
学
教
室
青
木
謙

一
郎
博
士
、
大
買
仁
博
士
の
御
教
示
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
玄
武
岩
と
凝
灰
岩
の
板
状
剣



離
せ
る
も
の
で
あ
る
由
で
あ
つ
た
。
産
出
地
は
、
極
め
て
一
般
的
で
あ
り
、
特
に
限
て
し
て
考
え
る
こ
と
は
困
難
と
の
事
で
あ
つ
た
。

因
み
に
、
志
間
泰
治
氏
の
調
査
さ
れ
た
角
田
市
鯨
沼
古
墳
の
箱
式
石
棺
の
石
材
は
、
慟
機
玄
武
岩
と
花
闘
岩
で
あ
つ
た
と
報
告
さ
れ
て
硲
る
。

（
４
）

志
間
泰
治

「
宮
城
県
伊
具
郡
金
山
町
台
町
古
墳
群
調
査
概
報
」
歴
史
第
七
集
　
昭
和
二
十
九
年
二
月

同
　
　
　
「
冨
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
金
山
字
台
町
古
墳
群
調
査
概
報
　
第
二
集
」
　

昭
和
三
十
年
四
月

同
　
　
　
「
冨
板
県
伊
具
郡
丸
森
町
金
山
台
町
古
墳
群
調
査
概
報
　
第
二
集
」
　

東
北
考
古
学
第
二
集
　
昭
和
三
十
六
年
十
月

（
５
）

平
凡
社

「
世
界
考
古
学
大
系
３
」
日
本
皿
古
墳
時
代
四
〇
頁

（
６
）
　

古
墳
文
化
時
代
の
文
化
伝
播
は
、
か
な
り
急
速
な
も
の
が
あ
り
、
特
に
地
域
的
な
隔
た
り
が
あ
つ
た
と
し
て
も
そ
れ
に
ど
遅
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
仏
ぅ
考

え
を
も
つ
て
い
る
。
東
北

地
方
に
か
い
て
も
、
そ
れ
は
例
外
で
は
な
い
。

（
７
）

後
藤
守

一
「
上
古
時
代
鉄
鏃
の
年
代
研
究
」
　

人
類
学
雑
誌
第
五
四
巻
第
四
号
　
昭
和
十
四
年

（
８
）
　

氏
家
和
典

「
東
北
土
師
器
の
形
式
分
類
と
そ
の
編
年
」
　

歴
史
第

一
四
集
、
昭
和
三
十
二
年
二
月

（
９
）
　

芯
間
泰
治

「
宮
城
県
角
田
町
住
社
発
見
の
竪
穴
住
居
跡
と
そ
の
考
察
」
　

考
古
学
雑
誌
第
四
三
巻
第
四
号

（
Ю
）
　

伊
東
信
雄

「
遠
見
塚
古
墳
」
　

冨
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第

一
集

（
■
）
　

こ
こ
で
述
べ
て
必
る
年
代
観
は
か
つ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
年
代
観
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
過
去
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
最
近
の
知
見
を
基
と

し
て
述
べ
て
み
た
。

（
・２
）
　

こ
の
埴
輪
鶏
は
、
現
在
片
倉
氏
が
保
管
せ
ら
れ
て
仏
る
。
そ
の
発
見
は
最
近
の
こ
と
で
あ
るぅ
。





葺

(1)鷹の巣丘陵遠望 (白 石盆地斎ナ|1畔 よう)

(0 白石盆地遠望 (第 13号墳 主♭)



図

版

(J 鷹 の巣古墳群第 I群遠望 (第 13号墳 よう)

第 12号墳 第 13号墳

鸞椰

12)府の巣古墳群第 I群遠望 (第 1群 よう)



図
　
版
　
一二

(呻  第 1号墳遠景 (西 よう)

(2 第 1号墳東西 トレンチ (東 よう)



図
　

版
　
四

(J 第 1号墳礫群 出土状態

(21 第 1号墳北 側周堀



図

　

版
　
五

(1)第 1号墳東側周堀

(21 第 1号墳西側周堀断面
I
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図
　

版
　
六

(1)第 1号墳墳丘積土状態

(21 第 1号墳 周堀 出土土師器



(D 第 13号 墳近景 (南 主♭)

(動  第 13号墳近景 (東 よ♭)



図

　

版
　
八

(1)第 13号墳南北 トレンチ (北 より)

(3 第 13号墳墳頂の板石出土状態



図
　
版
　
九

(1)第 13号墳箱式石棺 出土状態

(2 第 13号墳箱式石棺 (蓋石除去後 )
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(1)第 13号墳箱式石棺 (棺 内排土後 )

121 第 13号墳内部主体遺物出土状態
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(1)第 13号 墳東北 側周 lTH(発掘 前 )

(2)第 13号墳東側周堀
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第 1図  鷹の巣古墳群附近地形図

(× 第 1号墳,◎第 13号墳 )

第 2図  第 1号墳 発掘風景
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第 5図  第 1号 墳 礫 群 出土 投 態 実 測 図
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第 1号墳 周堀 出土土師器実測 図
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第 9図  第 13号墳 ト レ ン チ 実 測 図
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第 10図 第 13号 墳 箱 式 石 棺 実 測 図
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第 13図 第 13号 墳 出 土 鉄 直 刀 実 測 図
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第 14図  第 13号 墳 出 土 鏃 実 演1図
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第15図  第13号墳出土鉄鏃復元図
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第 16図  第13ケ墳周堀出土土師杯実測図
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